
特別企画趣意
がんは1981年から死亡原因の第1位で、我が国では毎年約35万人が死亡してい
ます。
がんの多くは生活習慣に起因して発症します。従って、がんはある程度予防可
能です。では生活習慣のどのような点に気をつけたらいいのでしょうか。
また、不幸にしてがんになったらどうするか。幸い、現在がんのすべてが死に至
るものではありません。早期に発見されれば大半は治癒が可能です。では、どの段
階でどのような検査により発見したらいいのでしょうか。
このような観点から、千葉県では「がん対策条例」及び「がん対策推進5か年計

画」を制定し、総合的・体系的にがん対策に取り組んでいます。
そこで今回のフォーラムでは、昨年の「たばこ対策」に引き続き特別企画第二弾
として、生活習慣病としてのがんについて考え、がんを早期に発見するための様々
な検査方法を知り、行政と住民が一体となってがん対策に取り組むにはどうした
らよいか、などをテーマとして実施することと致しました。
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